














































































終止・連体・TE形 州 CYA 完了 仮定
nogi(gu) nogikute (nogi(a)slte) nogiancya nogigata nogiba 
togi(gu) togikute (ωgi(a)si旬) togiancya togigata(do) togiba 
-guのつく連用形にさらに -teが承接すると・kuteとなるのに注意。・(a)siteともいう。








na(gu) nakute (naslte) naancya nagata naba 
完了形のアクセントに注意。 *nagataでなく nagataになっている。 1モーラ形容詞でこの






I類有核 kagu (書) kagana(gu) kaganakute (kag組 aslte)
I類無核 sinu (死) sinana(gu) sinanakute (sinanasite) 
1類有核 m凶(見) m泊a(gu) minakute (minaslte) 
1類無核 niru (煮) nina(gu) ninakute (ninasite) 
不規則 suru (為) sana(gu) sanakute (sanasite) 







動詞に承接して、 《動作主の願望》を表す GU形容詞を作る。 I類は語幹に -iを下接した
形、 I類(使役・受身の助動調を合む)は短語幹に承接する。







*anohuto kogosa kita. * rあの人はここに来たいJ
anohuto kogosa kitadoya. あの人、ここに来たいってさ。
1-4. GU形容詞+-garu 
r~たがる」という表現を作る。 edægarù (痛がる)、 etc.
これはI類動詞であるが、近藤[近刊]で論じなかったのでここでふれる.
どの GU形容詞もこの形が作れるわけで、はないが、 -ta形ならば問題ないので、 nogi(gu)、
togi(gu)に代えて動詞のーta形で説明する。
kagu kakitagaru (~ kagidagaru) 
SlllU si凶dæg訂u~ si凶dag紅色
m廿色 midagaru 
mru nidag訂 u~ nidag紅色






動詞 cigaur違うj、及び onasi(da)r同じだJがそれである。また、一種の DA形容詞である
midantaも特殊のふるまいをなすのでここで取り上げる。
nka nkagu nkakute (nkasite) nkagata nkaba nkagaru (?)nkatemo (?)nkatate 





nkayazi murisite kanatate yaもge.r嫌なのを無理に食べなくったっていいじゃないのJ
nkahuto r嫌な(嫌いな)人J(*nka国 hutoはだめ)
cigau cigaugu ciga味 ute(*cigausiteはない) cigaugata 
*cigaubaはだめ、 cigaterebaがよさそうである。
onasi(da) onasigu onasikute (*onasisiteはない?) onasigata 
*onasibaはだめ、 onasidabaがよい。











midanta i，.....，みたいだJ(終止・連体) (?)midantと(TE形) midagu (midaniもある)
midasite (*midakuteはきいたことがない) (?)midagata midanteataがよさそうだ。







終止連体 ・ 百 形 SURUNARU -ANCYA仮定 逆接 譲歩











kamisama神様[有核] kamisam泊e kamisamani kamisamadancya kamisamadaba 




kamisamade me 神様じゃない hodogesamademe 仏様じゃない
完了は・TE形の後に aruの完了形を置き -deata(do)とする。結合は開いているが韻律上統
合されることも多い。
kamisamadeata 神様だった hodogesamadeata 仏様だった
2-2. DA形容詞
DA形容詞もまた、そのアクセントによって有核・無核雨下位類をもっ。ここではbagada
とripadaにそれぞれを代表させることにする。 bagadaは慣用上 -daでなく -daであることが
多いので、以下テイルデ、を略し単に -daとする。
終止 連体 -TE形・SURU ・NARU -ANCYA 仮定
bagada bagana bagadる bagani baga(r出ru) bagadancya bagadaba 
ripada(do) ripana ripade ripani ripa(naru) ripadancya ripadaba 
baganako modeba kwaziyori okame. [諺]馬鹿な子を持っと火事より怖い。
ripan油e叫le 立派な先生












nogiga- -ta -si -be -ga na 
《形容詞))+【完了】+(丁寧)+ (推量)+ (疑問) (語気〉
nogigu nagatasibega na r暑くなかったでしょうかね」










































いように忠弘なぜなら、伝聞の -doを承接させると togibedむとなり、これと togi単独の場
合の togidoを併せて考えると、 -dむとは見ることができない。ピッチが下がる原因は -beの
側にあるとすべきである。
nogibと togibe bagadabe ripadabe 
暑いだろう 遠いだろう 馬鹿だろう 立派だろう
nogisibe togisibe bagadasibe npadasibe [丁寧 +1








nogikと togike bagadake ripadake 
nogikとga togikega bagadakega ripadakega [+疑問]
3-3-3.疑問 -gaマ
これも近藤[近刊]では単に -gaとしたが、 -gaマとするのが正しそうだ。 togidovs. 
togigadむを見ると、ピッチの下がる原因を -doに求めることはできない。
nogiga togiga bagadaga ripadaga 
暑いか 遠いか馬鹿か 立派か
-siの直後で義務的に -kaと交替する。
nogisika togisika bagadasika ripadasika [丁寧+]
暑いですか遠いで、すか馬鹿ですか立派ですか









• -ga泊《理由 r-からJ) 
nogigara togigara bagadagara ripadagara 
4 の直後で -karaと交替する。
nogisikara togisik紅 a bagadasikara ripadasikara [丁寧+]
・beとも共起できる。
nogibとgara togibegara bagadabegara ripadabeg通ra [推量+]





nogiante togiantと bagadante ripad佃 te
e(gu) (良)は特殊な形をもっ。 yante(:= egara) 
・-domo((逆接)): r-けれどもJ
nogidomo togidomo bagadadomo ripadadomo 
Cyosenzige karadomo nmake. キムチは辛いけどおいしいな。[回想1
4 の直後で・tomoと交替する。
nogisitomo togisitomo bagadasitomo ripadasitomo [丁寧+]r-ですが」
nogibedomo togibedomo bagadabedomo ripadabedomo [推量+]r-だろうがJ





nogitとmo togitemo bagadatemo ripadatemo 
togitemoは揺れがあり、 togitとmoともいう。
・-tate( rだといったってJ) <・tとtateく・tとetatと
nogitate togitate bagadatate ripadatate 
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nabo ciradaba menkeぬtekonzyowariba dameda. いくら顔は可愛くても根性が悪くちゃ
だめだ.
3-3-5.終助詞など
• -ya ((念押しo rぞJrよJ) 
・-ya?((聞き手の注意を喚起して念を押す》






















-sIと共起できない。 f"，でしょう」は -sIbe(-sipe)を用いる。 -kととも共起しない。
nogiancya togiancya bagadancya ripadancya 
DA形容詞では終止形に -ncyaがつく形であるのに注意。
女性語ではこの後 -geをつけて語気を和らげることができる。





• -a'ege ((女性語;聞き手の注意を喚起 r..だろうにJ) 
4 と共起できない。・neslka/-slnegaをかわりに用いる。これはまた -k，ととも共起しない。




nogin色ga toginega bagadanega ripadanega (暑いじゃないか、 etc.)
この -neは-beの位置に入る(近藤[近刊]3-5ー2)。
・-doマ《伝聞》
nogido togido(ya) bagadado ripadado(ya) 
4 の直後で・toと交替する。










nogitと togite bagadate ripadatと
togidote egaazl yameda. 遠いからって行くのをやめた。
&・mono((釈明》
-be/-keの後、向haの前。・do?とは共起できない。 -gaとも共起しない。

















い換えれば、 -saaが挿める結合である。ただし、 naの後にはつけられない (he弘の後は構
わない)。似た機能のものに -nesarねえ」がある。







nogig曲la togig山la(gu) bagadena ripadena(gu) 
連用形の後にトピック(/対比)マーカ--daba-(コピュラの仮定形に由来)、副助詞 -mo等
を置くことができる。
nogigudaba na togigudaba na bagadとdabana ripadedaba na 
nogig加nona togigumo na bagadとmona ripademo na 









DA形容詞 :-daに代えて -niを用い、 suruをおく(聞いた結合だがアクセントの統合があ
ってもよい)。
-daを取り除いた形に naruをつける(閉じた結合)。
《ある状態にする(目的語をとる)))nogigusuru togigusuru baganisuru ripanisuru 
目的語は格助詞・dog6(rをJに該当する)で、マークされる。
《ある状態になる(目的語なし)))nogigunaru togigunaru baganaru ripan紅色
4-3. rらしいJrょうだJ
「らしいJに対応する-rasiω)はたぶん標準語からの借用によって後から生じたものであろう。
nogirasi togirasi(gu) bagadarasi ripadarasi(gu) 
これは -si、・be、-gaいずれをもとりうる、普通のGU形容詞である。
「ょうだj に対応するのは次の表現である。




a'e da'ebu bagada'enta. あいつはだいぶ馬鹿のようだ。
kanari togientatate eguyori sikad組 a.かなり遠いようだと言ったって行くよりしよう
がない。
Firipindaba ta'esita nogientadomo da'ezyobudagya?フィリピンは相当暑いようだが大丈




nogigu naenta togigunaenta bagad色naenta ripadenaとnta
ほぼ死語となったものと思われるが次の r..する/なようだJ表現がある。
kagugota sinugota(ba) mirugota nirugota(ba) surugota(ba) kurugota 
nogigota togigota(ba) bagadagota ripadagota(ba) 
negokodo hutocidagota. 猫とまるで同じようだ[北条 (1968)、p.11]。
-baをつけた用法 r..する/なようだと(大変だ)Jは今日も普通に使われる。
asitamo kyomidani nogigotaba nka na. 明日も今日みたいに暑かったらいやだね。
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σ)本文に書けなかったが、 GU形容詞に -andaをつけて一種の DA形容詞とし、 r-のだj
を表す形式があり、それについて一言する.
nogianda 暑いんだ togianda 遠いんだ (noginada、toginadaとも)
Koede yanda (eanda). rこれでいいのだJ(yanda < yanda < eanda) 
この形式は副詞句によって修飾することができるが、終止形と -ande以外が欠けている。
[丁寧+] nogiandasi togiandasl 
togiandabと[推量+] nogiandabe 
I疑問+] nogiandaga? togiandaga? (イントネーションが上がる)
ただし、「疑問詞Jがある場合は -andaga?ではなく、 -anda?を用いる。




baganada -bagananada ripanada -ripananada 
コピュラこれに同じ。
Tensa'e Bagabonno Papananada. r天才ノ〈カボンのパパなのだJ
(6) nda rそうだ」について、本文中で説明なしに例文に用いているのでここで簡単に説明
する。これは一種のDA形容詞であり、「活用」は次のようである。
終止連体・TE形 -ANCYA 仮定 逆接 譲歩


































Kiyose， Gisaburo N. [清瀬義三郎則府](1995) Japanese Grammar: A New Approach， Kyoto 
University Press. 
(聖霊女子短期大学英語科講師)
- 62-
